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特集	 ダリットと部落をつなぐもの
	 とりくみは続く

ダリットのとりくみに学び、連帯の絆をむすぶ旅
　10月7日から12日まで、IMADR－ JCはダリットの闘いから学ぶ目的でスタディツアーを行なった。
訪問を受け入れてくれたのは IMADR のパートナー団体である農村開発教育協会（SRED、インド、タミー
ルナドゥ州）であった。ツアーには、IMADR － JC の 2010 年の重点取り組みの一つである「マイノリティ
コミュニティの青年が国際連帯について現場で学ぶことを支援する」に沿って、部落解放運動に関わ
る青年 2人も参加した。彼らを含む 5人からなるグループで実施したスタディツアーについて各参加
者の報告を中心に紹介をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （編集部）

　ダリットと部落の運動は古くから接点をもってきた。特に、2000 年以降は「職業と世系に基づ
く差別の撤廃」と「反人種差別世界会議」（南アフリカ、ダーバン）という国連の取り組みを通したダ
リットと部落の連係がさらに強化された。今号では、インドとネパールで行なわれた両者をつな
ぐ最近の取り組みを紹介するとともに、インドにおけるダリット女性たちの集会を紹介する。ダ
リットと部落を中心にした差別撤廃の国際連帯をさらに発展させる可能性を探ってみたい。

今も続く隔離と排除

SRED は農村におけるダリットの問題に取

り組んでいる。私たちが訪ねたダリット居住

区はどこも周囲から切り離された場所に立地

していて、水、電気、道路などの事情は悪い。

ある地区では粘り強い行政交渉の結果、道路

を勝ち取った。その地区から留保制度（是正

措置）のもと村議会に議員を一人送っている。

彼は現在議長を務めているが、他カーストの

議員の嫌がらせや妨害で議長職を果たせず

困っていた。

日本における特別措置事業の前後の違いを

示す写真を見せた。山懐に包まれ他から切り

離された部落地区の写真、そこにつながる橋

が割り箸のようなものから鉄骨に変わった写

真、環境改善前と後の都市部落の家並み。日

本に行ったことのない SRED のメンバーたち

は差別の結果として表れてくるものを映像で

見ることで、部落差別を身近に理解してくれ

たようだ。

カースト制度はヒンドゥー教にまつわる身

分制度である。人口約 6200 万人のタミール

ナドゥ州をカースト分布でみれば、一部ブ

ラーミン（僧侶階層でカースト制度では最高位にお

かれている）と、他はほとんどがシュードラ（人

の嫌がる仕事を押しつけられてきた最下層）と第 5

のカーストといわれるダリットである（州人

口の 20％を占めており、全 30 州のうち人口比では 5

番目に高い）。中間に位置するクシャトリヤ（武

将などの階層）とヴァイシャ（商工業などの生産

にかかわる階層）の人口比は低い。生活現場で

起きているダリットへの差別はシュードラが

関与するものが多いそうだ。

SRED との話しの中で、「カーストをなく

す結婚を奨励」という言葉が出てきて、思わ

ず聞きなおした。カーストにこだわらずに外

に出て行き、他の人びとと交わることにより

カーストをなくしていく、というものだ。し

かし現実は厳しい。ダリットと他のカースト

との結婚が殺人も含む悲劇を今も生み出して

さらに知りあい
理解しあうことを求めて

小森　恵（IMADR-JC）

スタディツアーの日程
10月７日　成田・関空発　バンコク経由で

チェンナイ空港に深夜到着

8日 午 前　 チ ェ ン ナ イ 市 内 タ ミ ー ル ナ

ドゥ・ダリット女性運動(TNDWM)の

事務所にてオリエンテーション

午後	 チェンナイ市内のスラム訪問後、宿

泊地のカンチプーラムへ移動

9日午前　SREDのオフィスにてスタッフ

および運動体とミーティング

午後	 ムトゥール村とランガヴァラム村を

訪問

夜	 ファティマさんの村のお祭りに参加

10日午前　カンチプーラムのヒンドゥー

寺院および遺跡を見学

午後	 ルマンガラム村を訪問　

夕方	 アンベドカル学習コース修了式に参

加

11日午前　故田中敦子さんの写真を飾る

セレモニーと部落青年に関する調査

報告

午後	 チェンナイに移動　

夜	 深夜便にてバンコク経由で帰国
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いる。州の開発政策のもとタミールナドゥ州

には経済特区がいくつも作られ、多数の多国

籍企業が操業をしている。そうした工場で若

者たちが出会い、結婚に至ることもよくある。

そこで初めてそれぞれの出身カーストが分

かったりする。そうした意味からも人口の動

態は多様になっており、カーストによる厚い

壁への人びとの挑戦は意識するしないにかか

わらず、今後ますます増えると思われる。

貧困問題の解決

インド政府が国連で公約したミレニウム開

発目標における貧困撲滅指数を達成するた

め、タミールナドゥ州政府はいくつかの貧困

対策をしている。その典型が各戸へのテレビ

と調理コンロの無料配布だ。しかし、ダリッ

トの多くは電気やガスの普及が遅れている農

村に住んでいる。テレビもコンロも役には立

たない。「ばら撒きだ」と人びとは批判をする。

失業者への雇用対策として公共事業も行なっ

ている。道路建設や森林整備などの職を年間

1 人 100 日保障するということだが、ダリッ

トの人たちには、なかなか雇用が回ってこな

い。回ってきても、その中で一番きつくて人

の嫌がる仕事を押しつけられ、おまけに賃金

をピンはねされる。農地を工場用地に転売す

る地主が増えているために、それまで就いて

きた賃労働の農作業の口もぐんと減った。さ

らには、今年は雨が降らないために作物が育

たない。私たちが訪問した村の人たちは、こ

うしたことを背景に生活苦に喘いでいた。

未来への希望

厳しい現実の中、うれしい取り組みもある。

SRED では高校生を中心にアンベドカル学習

コースを 3 年前から実施している。若い人た

ちにアンベドカル博士の思想と実践を学んで

もらい、次世代を託すことが目的だ。協力し

ているのはタミールナドゥ州のマドレィ・カ

マラジュ大学である。受講生は通信教育と月

1 回のスクーリングからなる 1 年間のコース

を受け、課題のペーパーを提出する。ダリッ

トだけではなく、他カーストやモスレムの青

年たちも受けている。毎年百数十人が受講し

ており、ほぼ全員が及第点をとって 1 年後に

は巣立っていく。修了が認定されれば大学進

学や就職時に役立つということだ。SRED が

負担をしているため授業料などは無料であ

る。しかし、今年は財政的に厳しかったため、

SRED の依頼をうけ、IMADR は修了認定にか

かる費用の一部を支援した。実際は、IMADR

ジュネーブ・オフィスの故田中フォックス敦

子さんのご家族からの寄付を活用させていた

だいた。

そのため、私たちの滞在中に 2010 年卒業

の修了式が行なわれた。ツアー参加者を代表

して部落の青年 2 人がステージに上がった。

お祝いのスピーチをするとともに、修了生一

人ひとりに渡された修了証書の授与を手伝っ

た。証書を受けとる修了生 100 人の顔はどれ

も達成感に満ちていた。部落とダリットの若

者が出会う輝く瞬間であった。

（こもり めぐみ）

地域の拠点としてのディケアセンター
SREDはダリット子どもディケアセンターを7か所で運営している。立ち上がりから運営まで、資金
面を中心にIMADRは協力をしてきた。それができたのは、連合「愛のカンパ」、大阪同和・人権企業
連絡会、浄土宗国際協力プロジェクトなど、日本で支えてくれた諸団体があったからだ。農村地帯
のダリットの居住区はインフラも十分整備されていない。そのような中、地区で共有できる建物は
大きな財産であり、希望と未来に向かうシンボルである。どのディケアセンターも机・椅子、本棚

などはほとんどなく質素である。その建物が、幼児のディケ
アセンターのみならず、小学生たちが夕方補習クラスに通い、
大人たちが会合や社交に利用できる場としてフル回転で使わ
れている。公共サービスがほぼ届かない周縁に追いやられた
コミュニティの人びとにとって、こうした拠点をもつことは
大きな意味がある。未来につながるこうした場を絶やしては
いけない。

女性の自立と手作りショップ
SREDには実にさまざまな人びとが出入りしている。女性のグループだけ見ても、マタマのグルー
プ、セックスワーカーのグループ、イルラ（先住民族）のグループ、工場労働者のグループなどが拠
点として活動をしている。ダリット女性のレイプ事件、警官に賄賂を強要されたセックスワーカー、
ダウリ制度で婚家から暴力を受けたダリット女性のケース・・・　SREDに集まってくる女性たちは相
談サービスだけではなく、意識化と教育、そして自立のためのスキルトレーニングなどのプログラ

ムもうけることができる。スキルトレーニングには、ミシン
縫製（衣類や小物）、刺繍、紙コップ作りなどがある。トレー
ニングで得たスキルは女性たちが仕事を探す上で役に立つ。
SREDで備えているミシンや紙コップの機械を使って腕をあげ
た研修生たちが作った製品は立派な売り物となる。そうした
製品を売る手作りショップがSREDの一画に設けられた。
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IMADR 国際連帯スタディーツアーに参加
し、多くのことを学び、さまざまなことを感
じたことにより、もっと学ばなくてはいけな
いと痛感いたしました。

インドへの研修に声をかけていただき、参
加することを決めてから、インドについて資
料としていただいたものを読んだり、実際に
行ったことがある人から話を聞いたりしまし
たが、大変かなといった程度しか想像するこ
とができませんでした。

実際に行ってみて、人の多さに圧倒されま
した。チェンナイ空港を出るとたくさんの人
がいて、ホテルに向かう途中も現地時間で 12
時を過ぎているというのにたくさんの人が歩
いています。インド滞在中、人がいないとこ
ろはまったくなく、驚きました。

根深い差別意識
今回、インド滞在中に多くの人たちから話

を聞き、深く印象に残ったことは、結婚に関
しての話です。

ダリットの男性とダリットではない女性の
結婚の際に、女性の親から男性に対して暴行
がふるわれ、運動団体が間に入り解決できた
話や、家財道具を壊したり、家畜を殺したり、
最悪のケースでは相手の親が怒って結婚した
2 人を殺してしまったという事件が、最近の
話として紹介されました。

インドの結婚の風習として、持参金制度と
いうのがあり、女性が結婚する時にいろいろ
なもの（主に現金）を持っていくそうです。ダ
リットの中では家畜が多かったそうですが、
持っていかないと虐待を受け、酷い場合は焼
き殺されてしまったこともあるそうです。

部落の出身として、私は青年部の中で取り
組みをおこない、学習をしています。部落の
青年にとって一番身近な差別は、恋愛や結婚
です。実際に自分自身でも結婚の問題を抱え
ており、いたたまれない感覚を抱いておりま
す。

今回いろいろな話を聞かせてもらい、カー
スト制度という身分差別と部落差別を考える
と、制度的にも似ているし、人びとの心の中

にある根深い差別意識は同じなのだと思いま
した。

アンベドカルに学ぶ
今、ダリットの人たちは立ち上がり活動し

ています。私は今まで部落解放の父「松本治
一郎」と同じように、インドの独立の父「ガ
ンジー」がカースト制度の問題も取り組んで
いたと思い込んでいましたが、インド独立後
の憲法の中に「すべての市民に公正と地位お
よび機会の平等を保障する」ということを位
置づけ、カースト制度の身分差別をなくすた
めに活動を行ったダリット出身の「アンベド
カル」という人がいたと教えられました。

アンベドカルの思想や理念を学習する、ア
ンベドカル学習コースというのがあり、130
人を超える人が受講しており、今回その修了
式に参加し連帯の挨拶をさせていただきまし
た。修了生達は一人一人本当に輝いていまし
た。

部落の青年は差別に負けない仲間作りと、
理論武装をしようと取り組みを進めています
が、先達の想いを引き継ぎ伝えていくという
ことがおろそかになっていると感じました。
部落差別に立ち向かい水平社を立ち上げた先
達の想いをしっかり学習し、部落解放運動に
取り組んで行きたいと思います。

ダリットの人びとに親近感を覚える
いろいろな話をしてもらいながら思ってい

たのは、次から次へと話が出て終わらない、
私は英語をしゃべれないので、タミル語を英
語に、そして英語を日本語に通訳してもらっ
ていましたが、通訳が間に合わないほどの勢
いでみんなが話をしてきます。その姿を見て
思いました。青年や、地区の人たちの話し方
とそっくりです。自分たちの想いを一つでも
伝えたいという気持ちの表れから、どうして
も話が止まらなくなる。そんな姿に物凄く親
近感を覚えました。

ダリットの代表が村の議員となり、いろい
ろな妨害を受けながらも、SRED などの組織
と連携をとりながら活動している人が何人も
いて、地域での活動を組織が支え、事件が起
きればみんなで解決をしていく。一人ひとり
の力はなくても、みんなで協力すればどんな
ことでも出来るんだと再認識させられまし
た。

インドに行って研修をしたということで終
わりではなく、今後も関わりをもって取り組
んでいければと思います。また、青年の活動
の中にも何らかの取り組みを位置づけられた
らと考えています。　　　　  （ふかだ ひろあき）

インド　スタディツアーに参加して
深田　広明（部落解放同盟群馬県連合会）

ダリットの人びとに囲まれた故田中フォックス敦子さん
今回のツアーの目的には、2007年に亡くなったIMADRジュネーブ代表（当時）の田中フォックス敦子
さんの写真をSREDのオフィスに飾ることが含まれていた。生前、敦子さんはダリットの子どもた
ちの将来に心を砕いていた。ダリットの若者たちの機会へのアクセスは平等に保障されるべきであ

る。SREDが取り組むアンベドカル学習コースはそうした可能
性に灯りをともし、子どもたちに希望を与える。敦子さんの
ご家族の好意で、今年、コースを学ぶ若者たちの巣立ちを手
伝うことができた。敦子さんの写真は、これまでダリットの
解放のために身を投じた先達たちの写真が飾られている一室
に、新しく仲間入りをした。
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2010 年 10 月 7 日から 12 日の 6 日間、イ
ンドのタミールナドゥ州にある SRED（農村

開発教育協会）に受け入れをしていただき、私
自身はじめてのインドと海外研修に赴きまし
た。

今回 IMADR の活動に参加した理由は自分
自身の見聞を広げること、そしてインドとい
う国に興味があり、行ってみたい国の一つ
だったから、という少し軽い気持ちでした。
そんな気持ちで日本を出発しインド 6 日間の
日程で、日頃の甘さと日本の恵まれた生活を
していた自分に鞭を打たれました。

SRED の人たちが空港まで迎えに来られ、
チェンナイにあるホテルに出発しました。こ
の短い移動のときにも驚きと文化の違いにワ
クワクしながら向かいました。道路の簡易な
舗装、地べたに普通に寝ている人たち、道路
わきの山になったゴミ、信号の少なさ、常に
どこかで鳴っている車のクラクション、各国
独特の臭い（ゴミ・排気ガス等の臭い）etc、す
べてが日本では感じることのできない文化の
違いに、「日本に早く帰りたい」と一日目早々
ホームシックにかかりそうな自分がいまし
た。

TNWF（ タ ミ ー ル ナ ド ゥ 女 性 フ ォ ー ラ ム ） と
TNDWM（タミールナドゥ・ダリット女性運動）の
合同オフィス行き、ダリットについての話を
聞きました。私はダリットに関わることは
まったくといっていいほど無知でした。知っ
ているのも日本と同じ身分制度があり、ダ
リットの人たちが差別を受けているというこ
とだけでした。

ダリット差別は、部落差別で水平社宣言が
できるもっと前、部落差別が根強く残ってい
た時代のような差別が現在進行形で残ってい
ました。ダリットの人たちが低賃金で労働さ
せられ、殺人や強姦の被害者にされることは
当たり前、国や警察は見て見ぬふり。まして
や、他カーストの男たちが、アンタッチャブ
ル（不可触）と呼んで差別をしているにもかか
わらず、ダリットの女性を強姦することの理
不尽な矛盾。宗教についてあまり多くのこと
は知らないが、宗教のあり方について疑問に
思いました。私の中の宗教概念は、人を成長
させ、幸せになるためにあるものだと思って
います。

チェンナイ市内では、100 世帯ほどが住ん
でいる都市スラムを訪問しました。この都市
スラムには地方の農村から流れてきたダリッ
トの人たちが生活をしていました。

このスラムでは整備がほとんどされておら

ず、横には川が流れており、スラムの入り口
に井戸が一つあるだけでした。流れる川は生
活排水や産業排水で汚染され、真黒な水が流
れており、生活環境や衛生面ではたくさんの
問題を抱えている場所でした。

そこにはたくさんの子どもたちも生活して
おり、私たちが訪問した時には物珍しそうな
顔で寄って来ては満面の笑みをたくさん見せ
てくれました。ダリットという身分で差別さ
れることもあるかも知れないが、子どもたち
の純粋できれいな笑顔を見て感動を覚えまし
た。

そしてチェンナイから移動しカンチプー
ラムというたくさんのお寺がある街に行き、
SRED のオフィスやダリットの村を回りまし
た。

SRED では、「セックスワーカー」「ダリッ
ト女性労働者」などの取り組みについて現地
で働いている方に現状と改善されつつある点
などさまざまな話を聞き、その中で興味を
持ったのが、結婚差別についてでした。

ダリットの人たちにかかわらず、カースト
制度の同位としか結婚できません。つまり、
ダリットはダリット同士、僧は僧同士が原則
的に決められているようです。

ですが、人間同士なので壁を越えた恋愛が
あり、異なるカースト同士の結婚もあるよう
です。ここでもう一つダウリ（持参金）という
制度があり、嫁ぐ相手に持参金をもって行か
ないといけない制度があります。下位カース
トが上位カーストと結婚するとき、差別の壁
を越えても、貧しい生活を強いられている下
位カーストの人たちには持参金を払えないと
いうこともあるそうです。たくさんの柵を設
けられた結婚には大変驚き自由な恋愛ができ
ないことに悲しくなりました。

私が今回の研修で一番心に残っているの
は、町の中心から隔離されて生活をしている
ダリットの村の生活で、国の政策もほとんど
受けられず、貧しい生活をしている人たちが
一所懸命生きているということでした。その
中でも、子どもたちの笑顔、村の中で共同し
て助け合って生活する大人たち、生きている
ということを身にしみて感じました。

いつかまた、ダリットの人たちや SRED で
お世話になった人たちに会いたいと思いま
す。今回たくさんの人たちに出会い、いろい
ろな経験をし、これからの部落差別やたくさ
んの差別をなくすために何か力になれるよう
努力していきたいと思います。 （しみず ひさし）

はじめての訪問　ダリットの人たちと出会って
清水　悠（部落解放同盟京都府連合会青年部）

元気なスラムの子どもたち
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インド（タミルナドゥ州）チェンナイに3年半振りの再訪
日本を出発してから着陸するまで機内で、

SRED の皆さんは元気にしているだろうか？
自分のことを少しは覚えてくれているだろ
うか？ムトゥール村のダリットデイケアセン
ターはどうなっているだろうか？などと思い
にふけっていたのですが、出迎えていただい
たお 2 人の顔を見て私の心は一気にスタディ
ツアーモードに突入しまた。

今回も SRED の事務所やダリットの村を 3
村訪問し、さまざまな解放運動の取り組みや
ダリット差別の実態について学ぶとともに、
アナンダコラムでは町の中心部の街頭で行わ
れた Dr. アンベドカル学習コースの修了式に
参加するなど、大変充実したプログラムであ
りました。

ムトゥール村のダリット子どもデイケアセンターへの再訪
スタディツアーの 2 日目午後、いよいよ

私が今回スタディツアーの参加目的の一つに
していました、ムトゥール村の訪問です。ム
トゥール村は、寺院で有名なカンチープラム
から自動車で１時間程の内陸部で、幹線道路
から細い路地を経て村へ向かっていきます。

あの角を過ぎるとデイケアセンターが見え
てくるのではないだろうかと、記憶を辿りつ
つ周囲を観察しているうちに、ムトゥール村
に到着しました。

村の入り口では大勢の村人が私たち一行を
出迎えていただき、歓迎の儀式として大きな
お皿に入れた赤茶色の液体を指で来訪者一人
ひとりの額につけてくれました。

その後、残った赤茶色の液体を、道を横切
るように細く流しそれを跨ぐようにして村へ
入ります。

先頭は村の若者 10 人ほどでドラムを打ち
鳴らし、にぎやかに村じゅうを練り歩いて案
内していただきました。わざわざ家から出て、
私たち一行にあいさつをしてくれる人、通り
で待っていて握手してくれる人など大歓迎を
受けました。

村の中を一巡した後、村の入り口からほん
の 50 メートル位手前にある、ダリット子ど
もデイケアセンターへ向かいました。そこで
は、村の長老が私たち一行を待ちかねた様子
で椅子に座っていました。デイケアセンター
の前には、私たちのための椅子や、村人のた
めのシートが敷かれてあり何やらセレモニー
が始まりそうな雰囲気でした。

私たち 5 人は正面の椅子を勧められ着席、
村の子どもや青年から高齢者まで 50 人ほど
が前のシートに座りこちらを見てニコニコし
ています。三年半前に訪問したときには幼
かった子どもが成長して中ほどの席に座っ
て、こちらを見ているように思いました。

司会をされていた方が、私たち一行のこと
を紹介していただいた後、村の長老があいさ
つをされました。

長老はエネルギッシュな口調で、村人にア
ンベドカルの教えとダリット解放の取り組み
について熱く語っているようでした。村人も
真剣なまなざしと敬愛の気持ちをもって聴き
入っています。

私も自己紹介を兼ねてあいさつをさせてい
ただくことになりました。

皆さんと再会できてうれしく思っているこ
と、3 年半前の開所式に参加できて感激した
こと、その後の台風でデイケアセンターの屋
根が吹き飛ばされたと聞き心配していたこ
と、などについて話をさせていただきました。
デイケアセンターの屋根は、開設時には草葺
でしたが、台風の被害を受けた後、改修を行
いレンガ作りで、しっかりとしたものになっ
ており、室内の手入れも行き届いていました。

また、長老は、「村の子どもたちが毎日こ
の施設を利用して勉強やトレーニングをして
いる。支援にはとても感謝している」と話し
ておられました。私は、再訪できて良かった
と心から思いました。IMADR がすすめる、当
事者が自らの力で立ち上がるための支援とい
うことの大切さをあらためて感じたところで
す。

旅を終えて
まとまりのない文章になってしまいました

が、今回のスタディツアーで得られた、自分
自身の新たな発見と感想を次のようにまとめ
ました。

▶人権を尊重する取り組みは時代とともに
さまざまな形態で継続されるべきもので
あること、

▶それが人びとの平和と安全につながって
いること、

▶ IMADR が実施している草の根の国際連
帯活動から多くの学びがあること

▶それは、人とひとのつながりや、（被差別）
当事者の意見を素直に聴くということが
とても大切であるということ

▶命には限りがあり、そして生と死は常に
隣り合わせであること

▶理解しあえる仲間がいると力強く生きて
いくことができること

など、その他にも多くの感動をいただきま
した。また、今回に参加したメンバーと出会
えたこと、意見交換ができたことなども、私
にとっての大きな収穫です。

スタディツアーから帰国して、私はまた日
常の業務や生活の中にいます。私は、私ので
きることを自問自答しつつ、人権尊重の取り
組みをすすめていきたいと思います。このよ
うな機会を与えていただいたこと、そしてス
タディツアーの企画や運営、受け入れていた
だいた皆さん、そして参加されたメンバーに
心からお礼を申しあげます。

（えがわ　ただかず）

再度の訪問・新たな発見
─ダリット子どもディケアセンターを訪ねて

柄川　忠一（大阪同和・人権問題企業連絡会会員）

来客を迎える村の人たち

ディケアセンターの前で
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スタディーツアーへの期待
日本は、世界的に見れば、アジアの最東端

に位置する国であり、歴史的に見れば、南ア
ジア・東アジアの文化の影響を色濃く受けて
きた。日本の部落問題も南アジアを起源に持
つ仏教やヒンドゥー教などの宗教的な影響
を少なからず受けている。では、日本の部落
問題は国際的にはどのように理解されるべき
なのか。人種問題なのか民族（エスニック）問
題なのか。差別・不平等などいずれも現象的
には類似しているが、どのような層化概念が
しっくりくるのかと言えば、やはりカースト
であろう。

では、その本場とも言うべきカーストを基
盤としたインドの社会とはいったいいかなる
ものか。こうした問いについては、いくら文
献にあたったり、頭の中で考えていても、実
際に足を運んで体感するのが一番。こうした
関心を抱きながら、初めてのインドを体験す
ることとなった。

カースト・システムと「階級」−−不平等問題
インド社会についてのレクチャーで学んだ

ことは、インドは Caste based Society だとい
うことだ。よく知られた４つのヴァルナ（ブ
ラーミン・クシャトリア・ヴァイシャ・シュードラ）

とその外に置かれたアンタッチャブル（ダリッ

ト）の人びと。こうしたカーストは単に身分
が異なるというだけではなく、現代における
不平等問題と直結している。ブラーミンは大
地主であり、グローバル企業に土地を提供し
てますます栄えている。ダリットの人びとは
土地を持たず、小作人として働かざるを得な
い状況がある。単に古くからのカースト制度
と身分差別があるというわけではなく、そこ
には資本主義的発展のもと、持つものと持た
ざるものへの分化、すなわち「階級」構造が
歴然としてあるのだ。

日本の部落問題においても、特に高度経済
成長以前、「階級」と搾取の形態がはっきり
していた時代には、地主制や資本主義的な搾
取のシステムを問題にしてきた。高度経済成
長を遅れて経験している現代インドは、かつ
ての日本の状況とも重なる。

結婚差別問題−−社会関係
SRED では、特に結婚差別の問題について

ダリットの活動家からインドの結婚差別問題
についてレクチャーを受け、私も日本の部落
の結婚差別問題を 100 年ほどの歴史をふりか
えりながら、事例を踏まえてお伝えした。親
が結婚に反対して子どもを監禁状態にするな
ど、日本の酷い事例に対しては、「そうだそ
うだ、やっぱりそうか」という反応。インド
のダリットの結婚差別の事例も、聞けば聞く
ほど日本の部落問題と似たものが多いのであ
る。

ただし、こちらのカースト間の結婚は殺人
にまで及ぶ。他のカーストと結婚することは
名誉を汚すことになるので、その回復のため
に当事者を殺す（名誉殺人）ことがある。そし
て、社会意識としては異なるカーストと結婚
しないのがあたりまえという感覚がある。日
本では少なくともタテマエ上は差別しないの
があたりまえになっており、そのあたりの社
会意識は大きく異なる。こうした社会意識が、
経済成長を遂げ、個人化が進展する中で今後
どのように変貌を遂げるのか、注意深く見守
る必要があるだろう。

最後に差別をなくしたいという思いは共通
だという意見をいただき、世界的に連帯して
いくことの重要さと心強さを感じる意見交換
だった。

研究の交差−−諸問題克服の試み
ほかにも、部落問題との関係で対比をして

みたい課題は多くあるが、インド社会から見
ると、特にカーストライク・マイノリティ問
題である日本の部落問題に対し、資本主義的
な経済発展をいち早く遂げ、同和対策事業と
いう手法でその解決を図ろうとした日本社会
の試みは、非常に重要な示唆を与えるのでは
ないかと思われる。カース
ト・システムが資本主義的
な社会の発展と政策的な介
入に伴ってどのように再編
成されていていくのか、日
本とインドを比較研究する
において忘れてはならない
視点である。

（うちだ りゅうし）

日本社会における部落問題と
　　インド社会におけるダリット問題の交差

内田　龍史（部落解放・人権研究所研究員）

大都市チェンナイ
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今年の 3 月 19 日から 27 日まで、JICA（国
際協力機構）の要請で、ネパールにおけるジェ
ンダー主流化とダリット等の社会統合をめざ
したプロジェクトが企画したセミナーと現地
訪問に参加した。また、IMADR のメンバーで
ある FEDO（フェミニスト・ダリット協会）の事
務所を訪問した。その様子を参考までに報告
したい。なお、以下の報告は、あくまでも個
人的な感想をまとめたものであることをお断
りする。

〈セミナーで部落問題を報告〉
3 月 22 日（月）カトマンドゥのホテルエベ

レストで「ジェンダー主流化と社会的包摂政
策セミナー：ネパール、日本その他の国にお
ける経験の交換」をテーマにしたセミナーが
開催された。参加者は、政府関係者や NGO
関係者 100 名程度であった。筆者から「日本
の部落問題と社会的包摂」をテーマにパワー
ポイントを使って報告をおこなった。報告の
ポイントは、①部落問題の簡単な説明、②戦
後の部落問題解決に向けた取り組みの概要、
③部落解放運動の果たした役割、④自治体や
国が果たした役割、⑤成果と課題である。時
間をオーバーするのではないかと心配した
が、与えられた 50 分（通訳含む）以内に終え
ることができた。報告が終わったときに大き
な拍手があった。

私への質問は、①部落民は、外国からきた
のか？②部落がおかれている状況を改善する
ために最も重要なことはなにであったのか？
③部落の女性が置かれている実態は？の 3 点
であった。①については「同一民族」、「同一
人種」の中の過去の身分に起因する差別であ
る、②については、部落内のリーダーの養成、
青年と女性の立ち上がりである、③について
は、部落の中でも女性が置かれている実態は
より困難な実態に置かれていること、部落の
中でも DV があるのでそれとの取り組みが必
要であること、審議会等へ女性の代表を入れ
ることが重要であることを回答した。

　
〈ペタリア村での交流〉

3 月 23 日、10 時 40 分にカトマンドゥから
プロペラ機で 50 分ほど南東に飛んで、11 時
半頃ビラトナガル空港に到着。ここから四輪
駆動車で 1 時間ほど走り、12 時 20 分に、ダ
リットの人びと先住民族が暮らすペタリア村
に到着。

会場の入り口に歓迎の掲示があり、大勢の
人びとが手に手に花束を持って歓迎してくれ
る。会場は、学校の教室を 2 つほど合わせた
ぐらいの大きさの平屋建ての子どもセンター

である。天井に備え付けられた 2 台の扇風機
が回っている。

JICA の一行は、壇上に置かれていた椅子に
座って会議が始まる。進行と通訳は、モラン
郡での今回のプロジェクトを専従として担当
する方である。JICA から参加した一行が自己
紹介をし、地元の参加者全員の自己紹介があ
る。子どもセンターということもあって、子
ども会のメンバーの参加が多い。

その後、ペトリア村の代表者から地域の概
要の説明があり、質疑応答にうつる。その中
で、この地域にはユニセフの支援があって子
どもセンターができていること、また子ども
会が組織されていることが分かる。女性がお
かれている問題としては、やはり経済的に苦
しいので、女性の仕事が欲しいとのことで
あった。ダリットについては、仕事が不安定
で生活が貧しく、なかなか集会にも参加でき
ない状況にあること、住環境が劣悪でトイレ
もないとのこと、ただ、ダリット出身の教員
が 1 名いるとのことであった。なお、参加し
てくれた地元側の進行役をしてくれた男性は
ダリット出身とのことであった。

今回のプロジェクトの受け皿になる、この
地域の委員会の構成を聞くと、女性 5，ダリッ
ト 3，後進階級 2，ジャナジャッティ（先住民族）
4，政党代表 7 ということで、政党代表の比
重が多く、女性の比重が少ないことが分かっ
た。これに対して参加者の女性からもこのよ
うな委員会が作られていることを知らなかっ
たとの発言があり、JICA の代表からも女性の
比重を少なくとも 33％にしてもらいたいとの
要請がある。これに対してペトリア村の代表
者から今後そのようになるよう努力したいと
の回答がある。

1 時間半ほど交流をして、会場を出たとこ
ろにある店で焼きそばをご馳走になり、ペト
リア村をあとにした。

　
〈ポカリア村での交流〉

3 月 23 日は、ビラトナガルのホテルに泊
まり、翌朝 8 時にホテルを出発。四輪駆動車
1 時間あまり走り、9 時 10 分にポカリア村に
到着。ここでも地域の人びとが手に手に花を
持って出迎えてくれる。

村役場で、自己紹介をする。地元の参加者
の中に、マデシの政党、マオイスト、統一共
産党などの政党関係者が多い。自己紹介だけ
にとどめ、早速地域の視察へ向かう。

村役場から少し行くと大きな池がある。そ
こから少し歩くと、最初にジャナジャッティ
の人びとが暮らす家が 10 軒ほどあり、次い
でダリットの人びとが暮らす家が 40 軒ほど

ネパールにおけるダリット差別の現状と
FEDO訪問報告

友永　健三（部落解放・人権研究所理事）

ペトリア村での交流・実態を訴え
る女性（3月23日）

ジェンダー主流化と社会的包摂政
策セミナー（3月22日）
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並んでいる。ダリットのリーダーに、村の生
活について話を聞く。仕事は小作か工場労働
者で、収入が少なく生活が苦しいとのこと。
40 世帯ぐらいの地域に共同で使うポンプがわ
ずか 3 台である。あと 5 台は欲しいとのこと。

道端で竹細工をしている人がいて写真を撮
らせてもらう。やがて、ダリットのリーダー
の家の前に到着する。リーダーの家は、駄菓
子屋さんをしている。いつとはなしに 10 人
ぐらいの女性と子どもが集まる。子どもの教
育のことについて尋ねると、近くに小学校が
ないため中学校に小学生も通っているとのこ
とである。学校に通っていない子どももいる
とのことである。近くに小学校を建てる計画
が固まっているとのことであった。11 年まで
学んだ青年がいて、地域の子どもの勉強を大
きな木の下で見ているとのことであった。部
落解放運動の初期の姿がある思いをした。そ
の青年に、がんばって欲しいとの言葉をかけ
て、次の区域（ワードと呼ばれている。日本での「小
字」にあたる）に行くと、そこは後進階級が住
む地域だとのこと。

道路を左に曲がり少し行くと、別のダリッ
トの集落があり、リーダーだという 19 歳の
青年が挨拶をしてくれる。この青年は、11 年
を卒業しているが、そのダリットの地域では
初めてだとのことである。もう少し行くと、
竹とワラでつくった 30 人ぐらい入れる簡易
な集会所に、女性が 20 人ほど集まって話を
聞いている。近づいていって聞いてみると、
小口融資の勉強会をしているとのことであっ
た。

おおよその状況がつかめたので、村役場に
戻る。途中、病気を治すための「お呪い」を
してもらっている家に立ち寄る。この家は、
少しお金を持っていると見えて屋根にパラボ
ナアンテナが付いている。ちなみに、この村
全体に電気は通じている。あとで気付いたこ
とであるが、この地域の入り口に少ししっか
りとした平屋の建物で診療所がある。この日
は休みだとのことである。また、村役場の斜
め向には、小さなヒンドゥー教のお寺もある。

村役場に戻り、地元のお菓子をご馳走にな
り、JICA の代表と私から、今回のプロジェク
トを活用してこの地域の女性と社会的に排除
された人びとの立ち上がりを訴えた。

　
〈セミナーと視察で感じたこと〉

3 月 24 日に総括会議があったが、そこで
筆者が発言したことは次のとおりである。

１，セミナーでの筆者の報告に対する感想
を聞いて欲しい。「良かった」とのこと
であるが、なにが参考になったのか知り
たい。

２，テタリア村とポカリア村を視察して、
1950 年代の部落解放運動が盛り上がり
同和行政が開始される前の大阪の部落の
実態に告示している。（住環境や教育の実態、
リーダーや若い人女性の存在など）

３，ネパール人で地元と日常的にコンタク
トをとれる人の役割が決定的に重要

４，村で取り組めばおかれている実態を変
えることができることを訴えていく必要
がある。今回は、日本の全国レベルの報
告をしたが、次回機会があれば、具体的
な一つの部落が立ち上がり、おかれてい
る実態を変えていったことの紹介をする
ことも重要だと思う。

５，それぞれの拠点の村毎に、獲得目標を
定めていくことが必要

〈FEDO事務所を訪問〉
3 月 25 日、カトマンドゥのホテルに FEDO

代表のドゥルガ・ソブさんが迎えにきてくれ
ている。ドゥルガさんの車で事務所まできて
欲しいとのことで、通訳のチャンドラさんと
ともに伺う。

FEDO の事務所は、カトマンドゥ市内の中
心部にあり、自己紹介の後、会議室で 7 名の
スタッフとともに懇談する。中には、大阪や
奈良で部落解放同盟の女性と交流した経験を
持つスタッフもおられる。

私からは、部落問題に関する資料渡し、ジュ
ネーブでおこなった第 5 回執行委員会の報告
をする。また、JICA のジェンダー主流化と社
会的包摂プロジェクトの紹介をし、JICA ネ
パール事務所と連携をとってみてはどうかと
提案する。

ドゥルガさんからは、ネパールにおけるダ
リットに対する差別の現状として、ある地方
のダリットの人びとが「薬草」を取りに行っ
ていたところ、軍人から発砲され 3 名が亡く
なったという事件が 3 月はじめに起こってい
て、抗議行動をしていることが紹介される。

また、FEDO は、1994 年に創立され、カト
マンドゥに本部があるだけでなく、半分ほど
の郡に支部組織を持っていること。女性の自
立支援に取り組んでいて、カトマンドゥで美
容師の資格を取って美容院を開いたり化粧品
を販売することに成功している。地方では、
野菜の栽培などにも成功していることが紹介
された。

財源としては、ネパール政府からは補助は
なく、これまでは、アメリカの財団の支援を
もらっていたが、近年 EU からの支援をもらっ
ているとのことであった。

役員は 13 人いて、5 人が地方から、2 人は、
最も困難な状況に置かれている人びとから、
6 人は選挙で選ばれている。任期は 4 年であ
る。総会は、毎年 7 月に開催しているとのこ
とである。

記念撮影をして、来年 5 月、IMADR の理事
会と総会が東京であるので、是非ドゥルガさ
んも参加してもらいたいとの依頼をして別れ
を告げた。	 （ともなが　けんぞう）
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イ ン ド 政 府 が 国 連 ミ レ ニ ウ ム 開 発 目 標
（MDG）に取り組んで 10 年が経つ。政府のウェ
ブサイトには順調な取り組みを示す数字や
データが公表されているが、大多数の市民組
織や女性団体はこれまでの成果には多くの欠
点があると指摘している。

また、本来数字やデータの変化は “生活の質”
の向上に反映されるべきはずなのに、政府の
取り組みのすべては量的目標に向けられてい
るという批判がある。

MDG の成果は生活の質の向上にどのよう
に結びついているのか？実態を把握するため
に、ワダ・ナ・トド・アビヤンとタミールナドゥ
女性フォーラムは 2010 年 8 月 29 日と 30 日
にチェンナイで女性法廷を開催した。タミー
ルナドゥ州の 17 地区から 200 人以上の村議
会議員が集まった。参加した女性たちは、ダ
リット、少数部族そしてムスリムのマイノリ
ティコミュニティからの代表であった。

5 つのテーマにそって討論が行われ、女性
たちは証言を行なった。報告者として招かれ
た活動家や専門家は、女性の視点から問題提
起を行なった。

テーマ1：社会的格差
問題提起：ブルナド・ファティマ

（タミールナドゥ女性フォーラム）

私たちはみな、名前ではなく、どのカース
トに属しているのかによって識別されてい
る。私たちは職業と生まれを理由に切り離さ
れてきた。今では、留保制度と特別措置があ
るゆえにカーストが維持されている。配給店
舗においてさえ、貧しい人びとは長時間列を
作り、ようやく順番がまわってきたら、「今
日は終わり。また明日」と言われる。イルラ

部族のある老女は砂の中から米粒を拾って飯
を炊いていた。私たちは本来のとり分さえ奪
われており、権利のために闘い続けなくては
ならない。

　
証言（女性たちの声）：
＊女性、とくにムスリム女性は運動にかかわ

ることを禁じられている。この掟を破ると
き、女性たちは二重の挑戦に立ち向かわな
くてはならない。

＊たとえ女性が村議会で権限のある地位につ
いても、結局は操り人形として扱われ、権
限を行使できない。

＊村議会でダリット女性議員はコミュニティ
の外からだけではなく家族からも脅しを受
ける。

＊少数部族はアウトカーストとみなされ、人
並みの生活をしようという試みは握りつぶ
されてしまう。ウドゥマライペットでは少
数部族1,600世帯が村議会選挙の投票権を
もっていない。

＊少数部族やダリットは権利証がないまま土
地に住んでいる。

＊マイノリティコミュニティに属する人び
と、とくにダリットは、墓を建てるために
さえ闘わなくてはならない。共同墓地で墓
を確保することを拒否されてきたダリット
にとって、墓地は論争の種となってきた。
このため、ダリットと他カーストの墓地を
分けることになった。

＊不可触性は州の一部の場所で今日も実践さ
れている。公立病院で、ダリット女性患者
に医師は触れようとしないため、患者はダ
リットの医師が来るまで待たなくてはなら
ない。

女性法廷　貧困・社会的排除撲滅の政府責任を
問う

報告：タミールナドゥ女性フォーラム／ワダ・ダ・トド・アビヤン 
抄訳：IMADR-JC

IMADR のパートナー団体であるタミールナドゥ女性フォーラムはマイノリティ女性に
大きな影響を及ぼしているグローバル化の問題にとりくんでいる。急速に開発が進むタ
ミールナドゥ州において、ダリット、イルラ、モスレムなどマイノリティコミュニティ
の女性たちはグローバル化がもたらすさまざまな問題に直面してきた。州政府が掲げて
いる開発目標と成果を誇る数値は、彼女たちのおかれている実態とはずいぶんかけ離れ
ているようだ。2010 年 8月末に開かれた女性法廷の報告をここに要約して紹介する。

ダリット・部落そしてジェンダー
変化のために立ちあがるダリット女性たち
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＊経済の向上はダリットにも少数部族にも何
らよい生活をもたらしてはいない。人びと
は今も支配カーストに苦しめられ虐げられ
ている。

テーマ2：女性の政治的参加
問題提起：クリシュナヴェニ（NGO代表）

ダリット女性の政治世界への進出の背後
にある第一の理由は留保制度であるが、先
の 2006 年の総選挙では留保に頼らずに当選
したダリット女性議員が多くいた。ますます
多くのダリット女性が政界入りを遂げている
が、その一方で彼女たちは夫や他カーストの
男性の操り人形になっているという批判があ
る。

女性は選挙戦で数えきれないほどの妨害に
あう。政党は女性党員が州選挙に立つことを
快く思わない。ある政党では立候補を許され
なかった女性党員が無党派で闘った。選挙に
勝ったら、政党は彼女を呼び戻した。女性の
間では贈賄は比較的少ないため、賄賂で私腹
を肥やしたい役人は女性より男性候補者を支
持する。ダリットの女性議長が特別議会を招
集したら、同僚議員はボイコットをして出て
こない。女性には闘う力がある、だからこれ
らの妨害を突破しよう。

証言：
＊選挙に出ること自体、女性にとっては挑戦

だ。政党でさえ、女性党員が立候補をして
選挙に勝つことを喜ばない。

＊選挙に勝っても女性は権限を保障されな
い。議員として任務を果たそうとしても、
同僚議員から議会事務局に至るまで非協力
であり、敬意をもって接しようとしない。
これら困難に反発する女性議員もいるが、
その他は黙認をして、物事を前に進めるた
めに操り人形となることに甘んじている。

＊政治の世界における女性、とりわけマイノ
リティコミュニティの女性が、中傷キャン
ペーンの標的にされるのは今に始まったこ
とではない。濡れ衣や拉致事件は以前から
あった。

＊留保制度によりマイノリティコミュニティ
から多数の女性たちが政治に参加するよう
になった。しかし、彼女たちが決定権を行
使し、他カーストの傀儡とならないように
するためには、まだ多くのことをやらなく
てはならない。

＊村議会で女性議員が腐敗につい
て究明したら、トラブルメーカー
だと名指しされ、その後の会議
について知らされない。

テーマ3：女性と経済的格差
問題提起：アナンディ博士（NGO代表）

多くの経済政策が女性に向けら
れているのに、なぜますます多く
の女性が貧困に追いやられている
のか？タミールナドゥは開発で 2 番目に成
功している州であり、すべての措置は適切に
人びとに届いていると言われている。統計数
字によれば、識字率も高く米の配給プログラ
ムもうまく行っている。だが、これら統計数
字は現実世界や女性たちの苦闘を反映してい
ない。工業部門のインフォーマルセクターは
大きくなり、農業部門は退化した。ますます
多くの未婚女性たちが適切な労働法の保護も
ないままインフォーマルセクターで働いてい
る。政府の措置はこれら女性たちにどう影響
しているのだろう？

証言：
＊政府は貧困対策をいろいろ行なっている。

これら対策を利用するには、“BPL（貧困線以

下）番号”が必要となる。だが、貧困層の多く
がこの番号をもらえず、影響力のある裕福
な人びとに与えられている。

＊穀物を耕していた土地は換金作物のために
使われるようになった。長期的に見れば、
女性たちから安定した収入源を奪うことに
なり、人びとから肥沃な土地を奪うことに
なる。

＊ダリットのために割り当てられた土地がダ
リットたちに届いていない。

＊女性は貸付の利用はできるが、貸付自体を
管理することはできない。

＊NREGA（農村雇用保障法）に基づいて賃金が適
正に支払われていないため、女性たちの苦
労は増える。

テーマ4：質の高い普遍的教育へのアクセス
問題提起：シャンムガヴェラユダーム教授

（ロヨラ大学社会福祉学部）

タミールナドゥ州では 1991/1992 年の識
字率が 62.7％であった。現在それは 77.5％に
伸びている。男性でみれば 74％から 84％に
上昇し、女性では 54％から 64％に上昇した。

女性法廷
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しかし読み書きができる男性と女
性との差異は埋まらないままであ
る。地域差も大きく存在する。都
市と農村では大きな開きがある。
州の識字率を語るとき、このこと
を忘れてはならない。チェンナイ
だけでも小学校が 80 校閉鎖され
たが、“他の学校との統合による”
と記録されている。初等教育レベ
ルで退学率が大幅に軽減されたと

いう報告はあるが、名簿を見れば然るべき子
どもたちの名前が全員載っているわけではな
い。数字を疑わざるをえない。

＊教員はダリットの子どもたちの学習意欲を
そぐようなことをする。

＊移住者やナリクラワ（先住民族）の子どもた
ちは学校で勉強を続けることができない。

＊都市部では生徒たちに通学バス定期券が支
給されているが、農村には通学時間にあう
ようなバスの運行サービスはほとんどな
い。バスは走っていないし、道路も未整備
なため、子どもたちは長時間かけ徒歩や自
転車で通学している。そのため親は子ども
の通学に熱心ではない。

＊学校の所在場所が子どもの不登校の大きな
要素となっている。

＊カースト間の衝突はマイノリティコミュニ
ティの子どもたちが適切な教育を受けるこ
とを妨害している。

＊学校の監視がないため、教員たちは権限を
濫用している。一部の学校では、教員は学
校にこない。来たとしても、教室で私的な
ことを行ない、子どもたちを遊ばせている。

＊カーストは学校においても教員・生徒を分
断している。

＊質の高い教育は望めそうにもない。なぜな
ら、7年生になっても基礎的なタミール語
も知らないし、英語のアルファベットも知
らない生徒が多い。

＊インフラ欠如と教員不足では普遍的教育も
絵にかいた餅だ。クラスは一つ、先生は一
人という学校が多数ある。

＊教員の無関心は子どもの教育を脅かしてい
る。子どもが退学しても、なぜその子が学
校をやめなくてはならなかったのか、学校
に呼び戻すために何をするべきなのか、な

どの検討はされない。
＊学校には教員が一人しかいないため、1学

年から5学年まで生徒たちは同じ教室で勉
強をする。公立学校の水準が低いため、経
済的に裕福な家族は子どもを私立の学校に
行かせる。ダリットや部族など貧しい家庭
は他に選択肢がないため、子どもを公立に
行かせるしかない。

＊マイノリティコミュニティに対する政府の
留保制度や措置について認識のない人びと
が多すぎる。

テーマ5：包括的な保健サービス
問題提起：ゴマシ（保健士協会会員）

村の保健士である私は誰よりも現場をよく
知っていると思う。村人は、保健所の水槽が
つまっているためそこの水は汚染されている
と言う。水槽の清掃費用として村の総予算 1
万ルピーから使えばよいだろう。村に重病人
が出たら、その治療に予算を使えばよいだろ
う。日々いろいろな問題が起きる。わずか 1
万ルピーですべてを解決できるわけはない。
それ以外にも器機の保守にもお金が必要だ。
保健所は大抵支配カーストの居住区に立って
いる。保健所を封鎖しろという声があがれば、
そこはちゃんと機能しているという報告書を
書かせて封鎖を阻止している。

＊連邦政府の保健行政計画を州政府は適切に
公表していない。

＊陣痛の始まった妊婦をひっぱたいたり、性
暴力にさらされた6歳の少女の母親を虐待
したり、公立病院の医師と看護師の無神経
さは極まりない。

＊診察に訪れた人たちは保健所と公立病院の
間をたらいまわしされ、精神的に疲れ果て、
トラウマさえもつようになっている。

＊村の保健所の看護師には年間1万ルピーの
資金が割り当てられ、それで医療器具を買
い、不具合を修理し、全般的なメンテナン
スもしている。わずかな予算の結果、保健
所は大変不健康な状態にある。

＊上司に言われた余分な仕事をこなさなくて
はならない村の保健士には、本来の仕事に
打ち込む時間がほとんど残されない。

＊村の病院ではびこる賄賂のため、治療は民
間の病院よりコスト高になっている。

熱心に聞き入る女性たち

次号の特集： 反人種主義・人種差別世界会議（ダーバン会議）から10年を迎えて（予定）




